












【概要】

  本研究班では、ハイリスク症例の妊娠管理と分娩予後との関連の検討を通じて、妊産婦

健康診査の効果を判定するために、研究協力者の所属する施設を対象に、同一フォーマッ

トで、前方視的調査を行い、データベースを作成している。今年度は、該当症例の事前登

録が終了した。そこで、前方視的調査のために登録された症例を合併症別に集計した。こ

れによると、妊娠前の異常で登録されたものは、214 件で、妊娠中の異常で登録されたも

のは 81 件であり、合計 295 件であった。この他、前置胎盤、常位胎盤早期剥離、慢性腎

炎、心疾患合併例について、同ープォーマットで後方視的に各施設 5例づつ調査を行い、

データベースに追加する予定である。


